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近藤：次世代先端的計算基盤の開発に向けたNGACIでの取り組み, 第11回
JCAHPCセミナー, 2022
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「次世代計算基盤に係る調査研究」実施体制

アーキテクチャ
調査研究
システムソフトウェア
・ライブラリ調査研究

アプリケーション
調査研究

システム調査研究チーム（代表機関：理化学研究所）

運営委員会／チーム別検討会議

文部科学省（「次世代計算基盤に係る調査研究」評価委員会）

PD会議

富士通株式会社 日本AMD株式会社 インテル株式会社

東北大学 筑波大学 大阪大学 九州大学

北海道大学 横浜市立大学 物質・材料研究機構 海洋研究開発機構 東京大学 筑波大学

東京工業大学

システム調査研究チーム（代表機関：神戸大学）
株式会社

Preferred Networks 東京大学 国立情報学研究所

新計算原理調査研究チーム（代表機関：慶應義塾大学）
理化学研究所 九州大学慶應義塾大学

理化学研究所

理化学研究所

運用技術調査研究チーム（代表機関：東京大学）

東京大学 東京工業大学理化学研究所 国立情報学研究所

その他協力機関
：富士通株式会社

その他協力機関：名古屋大学、大阪大学、
九州大学、産業技術総合研究所、
インテル株式会社、日本オラクル株式会社、
日本マイクロソフト株式会社、アルテアエンジニ
アリング株式会社

アドバイザ・ユーザWG

東北大学 日本電気
株式会社

松江高専会津大学 株式会社
Preferred Networks

順天堂大学 海洋研究開発機構

東洋大学 名古屋大学 広島大学

株式会社
Preferred Networks 国立環境研究所

東京大学

その他協力機関：株式会社データダイレクト・ネットワークス・ジャパン、国立情報学研究所、名古屋大学、 
NVIDIA Corporation、Hewlett Packard Enterprise、京都大学、国立天文台、日本原子力研究
開発機構、宇宙航空研究開発機構、気象庁気象研究所、Arm Ltd.

アーキテクチャ
調査研究
システムソフトウェア
・ライブラリ調査研究

アプリケーション
調査研究

神戸大学

神戸大学

神戸大学

理化学研究所

令和５年８月時点

産業技術総合研究所

名古屋工業大学
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「運用技術調査研究」チームの
全体概要
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「運⽤技術調査研究」⽬的

9

• 「富岳」ならびにHPCI第2階層システム群、mdxをはじめとする各種データプラットフォーム、GakuNin RDMなどの研究
データ基盤、それらを統合する学術情報ネットワークといった多種多様なシステムの設計、運⽤の知⾒を集約し、これらが
より有機的に結合した、持続可能な次世代計算基盤の実現に向けた検討を実施する。
• 様々な研究者のニーズに対し、求める適切な資源を提供し、平易で柔軟かつシームレスな利⽤の実現
• システム調査研究チームと連携してそれを⽀えるツールの研究開発について検討する。

• Society5.0の推進, SDGsの達成に貢献するプラットフォームとして、ひいては国内研究者全般の研究DXに資する共
通インフラとして提供することを⽬指す。

• 以下の3つの階層に分けて議論
• 設備・電力、カーボンニュートラル関連のインフラ的側面
• 資源管理やSociety5.0、データ利活用などのシステム設計
• HPCIなどの運用ポリシー、ユーザ視点

• 各メンバーは参加グループで主体的に活動するが、他のグ
ループにも積極的に参加し連携して調査研究を行う。

1. Society5.0運⽤
2. 資源管理
3. 施設・設備

4. カーボンニュートラル
5. データ利活⽤
6. HPCI運営

（分担機関）理化学研究所
計算科学研究センター

（代表機関）東京⼤学情報基盤センター

2

HPCI共⽤ストレージ
東拠点

HPCI共⽤ストレージ
⻄拠点

（分担機関）国⽴情報学研究所

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利⽤

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

直結

⻑期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発⾏サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

（分担機関）東京⼯業⼤学
学術国際情報センター

TSUBAME 3.0

（協⼒機関）名古屋⼤学
情報基盤センター

不⽼

Wisteria/BDEC-01
Oakbridge-CX
mdx

富岳

（協⼒機関）
産業総合技術研究所

ABCI

（協⼒機関）九州⼤学
情報基盤研究開発センター

ITO

（協⼒機関）⼤阪⼤学
サイバーメディアセンター

OCTOPUS & SQUID

国内有数の計算資源、学術情報ネットワークを
運⽤する、基盤センター、国⽴研究所の研究
者、技術スタッフが共同で実施

（協⼒機関: 企業）
アルテアエンジニアリング

⽇本オラクル
⽇本マイクロソフト

インテル
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現状のスパコン利用の問題点

•使いたい時に使えないことがある
•混んでいる
•メンテナンス、停電、電力逼迫、災害…

•あらかじめ使うシステムを決めて、資源量を申請
•仮に同じアーキテクチャでも他サイトのシステムは
簡単には使えない

•データの共有・相互利用しにくい
•システムAにあるデータをシステムBで
使いたい
•コミュニティでデータを共有したい

2025/6/26 運⽤FS最終成果報告会

HPCIではシングルサインオンは実現
しているものの、

結局ローカルアカウントを使うことが
ほとんど

10



国内におけるスパコン利用の将来像
研究データ管理基盤GakuNin RDMを各計算資源やストレージを繋ぐハブ
に

•認証
• 現状: HPCIアカウントによるSSO
è 学認、（アカデミックユーザであれば）ほぼ誰でも持っている
• HPCIにおいても次世代認証基盤の検討中、学認がそのまま利用できるように調整している

•データ共有・利活用
• 現状：HPCI共用ストレージ
è プラグインによりポータル上で様々なストレージを接続

•計算資源
• 現状：sshで接続、CUI
è GUIを用いて複数の計算資源
＋任意のストレージと組み合わせて
柔軟な利用を可能に
• GakuNin RDM+Open OnDemand+Jupyter Lab

2025/6/26 運⽤FS最終成果報告会

GakuNin RDMポータルの
プルダウンメニューから⾃機関を選択

⾃機関の認証システム
(IdP)でログイン

シングルサインオンで
GakuNin RDMを利⽤

11



カーボンニュートラルに向けて

2025/6/26 運用FS最終成果報告会 12

• 政府目標
• 2050年度カーボンニュートラル(CN)化達成（ネットゼロ）
• 2030年度において、温室効果ガス46%削減

(2013年度比) (50%とも)

• エネルギーミックス（再エネ比率）
• 2023年度 22.9% è 2030年度 37.6% 

  è 2040年度 40~55%

「NDC実施と透明性向上に向けた共同行動」

の公表について
https://www.env.go.jp/press/press_04017.html

[出典] IT mediaスマートジャパン
https://www.itmedia.co.jp/smartja
pan/articles/2412/26/news084_3.
html

https://www.env.go.jp/press/press_04017.html
https://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/2412/26/news084_3.html
https://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/2412/26/news084_3.html
https://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/2412/26/news084_3.html


資源管理

クラウド連携・クラウド的利⽤の試み
• クラウドバースティング
• REST APIによるスパコンの操作
• S3APIによるストレージ操作
• 学認GakuNinによる認証

フラッグシップ:富岳 HPCI第⼆階層システム群

⽬的︓次期フラッグシップシステム、国内主要スパコン＋リアルタイムデータおよび蓄積データ基盤
＋それらを接続する学術情報ネットワークSINET

⼀体的に運⽤される基盤の構築・運⽤に必要とされる技術的要件を検討
• 利⽤効率、⾼可⽤性や耐故障性
• 電⼒需給バランス調整によるスパコン・クラウド間連携によるカーボンニュートラル化への貢献
• セキュリティリスク

クラウドとも連携

Frontend Servers

On-premise (OCTOPUS)

IaaS 
Cloud
(Azure)

Compute Node

Virtual Compute 
Node

IPsecVPN

Cloud Portal

Batch Server

NQSII
JobManipulator

Job submission

REST 
API

・Template for 
Compute Node

1. クラウドブリッジネットワーク

2. ジョブ管理サーバ拡張

3. 仮想計算ノード配備

クラウドバースティングの例(⼤阪⼤学)
2025/6/26 運用FS最終成果報告会 13



データ利活⽤
⽬的: 
研究データ基盤をハブとして活⽤し、各計算資源およびストレージの密な連携によりデータ利活⽤の促進に繋げる。
検討項⽬:
• 研究データ基盤と各システム相互の連携
• ストレージ階層の連携・管理・制御
• ⼤規模データに関しては極⼒ストレージを移動することなく適切な

セキュリティの維持、データ保全、連携
• データ規模に応じた取り扱いの指針

各スパコンのLustre FS

例: 東⼤Ipomoea-01

SSD,キャッシュ

例: 名古屋⼤光ディスク

システムストレージ

センターワイドストレージ

ローカルストレージ

アーカイブ装置

HPCI共⽤ストレージ

クラウドストレージ

例: mdx, ABCI, 商⽤クラウド

• データガバナンス機能
計画に基づきデータ管理等を機械的に
⽀援し、DMPをプロジェクト管理に不
可⽋な仕組みへと変⾰

• データプロビナンス機能
データの来歴情報の管理から利⽤状況
を把握でき、データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

• コード付帯機能
データ・プログラム・解析環境のパッ
ケージ化と流通機能を提供し、研究成
果の再現性を⾶躍的に向上

• 秘匿解析機能
秘密計算技術で機微な情報も安⼼して
解析できる環境の提供で、新しいデー
タ駆動型研究の世界を開拓

• キュレーション機能
専⾨的なデータキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、データ
再利⽤の促進に寄与

• セキュア蓄積環境
専⽤HWと⾼度な暗号化技術による超鉄
壁ストレージを提供し、データの共有
と保護の両⽴を実現

• ⼈材育成基盤
研究データ管理に必要なスキルを学ぶ
環境を提供し、全ての研究者を新しい
科学の実践者へと育成

学術研究データプラットフォーム
既存の３基盤を有機的に繋ぐ先端機能を実現しオープン
サイエンスの実践に不可⽋な⼈材育成の仕組みを提供

2017-2021

2022-2027

低速・⼤容量

⾼速・⼩容量

共有基盤

データ連携

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利⽤

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

直結

⻑期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発⾏サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

可視化システム (例:名古屋⼤)

スパコン等

解析

2025/6/26 運用FS最終成果報告会 14



HPCIなどの運⽤ポリシー、ユーザビリティ

152025/6/26 運用FS最終成果報告会

フラッグシップと第⼆階層のシームレスな連携に向けた統合的な環境
[解決すべき課題]  認証、課⾦、ジョブ実⾏、ファイルの扱い、…

A)センター間での協調・連携、シームレスな利⽤
•各センターにおける運⽤ポリシーの違いについて調査し、特に類似のアーキテクチャのシステム間での相互利⽤に
ついて検討
B)ソフトウェアの共通化（コンテナ、仮想化）、ノーコード・ローコードへの対応
•同⼀アーキテクチャ: コンテナの利⽤
•異なるアーキテクチャ: 仮想化, Python, ノーコード・ローコード環境
• 「重点課題アプリ」の配備、性能分析と、ユーザへの提供

C)ディザスタリカバリ、可⽤性向上
•災害や電⼒逼迫などの際の緊急対応

D)HPCI全体での計算需要と計算資源量の調整
• HPCI全体での⻑期の資源提供計画を調査し、需給バランスが極端に崩れないために必要な要件について整理

E)営利⽬的の産業利⽤、Service Level Agreement
•富岳、ABCIを参考にしながら、⼤学センターが営利⽬的の産業利⽤を認める条件や影響について調査

OpenOndemandやJupyter Notebook など、
ユーザビリティを統⼀する上でUIの検討

HPCI全機関に拡⼤、HPCIコンソーシアム
でも議論を継続していく必要

リソース集約によるコスト削減効果

15



実現目標

1

•研究DXに資する共通プラットフォームの実現
• ユーザに対する利便性
• より有機的に活用可能な計算基盤

• 計算資源、データ、人とのつながり
• Society5.0の推進に資するプラットフォーム

• データの利活用、システム利用方法、ネットワーク・セキュリティ
• デジタルツイン、サイバーフィジカル
• 社会課題解決：防災・減災、材料、資源・エネルギー、、

• SDGsを達成するプラットフォーム
• 施設・設備の運用

• カーボンニュートラル、省電力、ピークシフト
• 運用ポリシー、Service Level Agreement
• 複数組織の連携、システム更新時の対応

• 電力逼迫への対応、災害等緊急時

2025/6/26 運用FS最終成果報告会

3グループで議論中
• 設備関連： 設備、冷却、電力、カーボンニュートラルなど
• システム構成＆システムソフトウェア関連： 資源管理、

Society5.0、データ利活用など
• 運用ポリシー、ユーザビリティ：HPCIのあり方、利用申請・ユーザ

管理の効率化、ユーザビリティ統一 16



運用FSで目指したこと

• サステイナブルな計算資源の提供
•研究データの提供・共有
•データセントリックで複雑なワークロードを実現
•実験・観測設備等との連携
•既存の環境から移行を容易に

è柔軟な利用形態の実現を目指す

運用FS最終成果報告会 17

運用FSの成果・提言è今後のHPCIの理想形

2025/6/26



プログラム (1/2)
時間 内容 登壇者

13:00-13:05 開会挨拶 東京大学 塙 敏博

13:05-13:20 ご挨拶
文部科学省研究振興局参事官(情報担当)付
計算科学技術推進室長 栗原潔様

13:20-13:35 ご挨拶
筑波大学計算科学研究センター教授・
本事業プログラムディレクター 朴泰祐様

13:35-14:00 全体概要 東京大学 塙 敏博

14:00-14:30 複数計算資源の連携・
次世代HPCIのセキュリティ 国立情報学研究所 竹房あつ子

14:30-15:00 データ利活用とワークフロー 九州大学 大島聡史

運用FS最終成果報告会 182025/6/26



プログラム (2/2)

時間 内容 登壇者

15:20-15:50 次世代の冷却設備 東京科学大学 野村哲弘

15:50-16:20
カーボンニュートラル・

次世代フラグシップシステムの
施設・設備

理化学研究所 山本啓二

16:20-16:50 今後のHPCIに向けて 理化学研究所 庄司 文由
東京大学 塙 敏博

16:50-17:00 閉会挨拶 東京大学 塙 敏博

運用FS最終成果報告会 192025/6/26




